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第17回例会昭和57年12月14日（火）晴
へ

◇“奉仕の理想”

◇出席報告
会員40名 IIIIiv 34名

出席率85.00%

◇前回12月7 1 1 (修正出席率) 100%

makeup

WIII君(12/8和合),林君(12/3港),水Ⅲ1:(")

君(12/3北)，新災荊(12/11守山）

◇ビジター紹介5名

◇ニコボックス

都築君(全快祝)，鈴木君（長男が東京で職式

しました)，谷口淵． （御母堂会葬御礼)，新災

君(店舗新装）

◇松居幹事報告

1． 木口例会終了後年次総会を開催いたしま

すので,会liの方はそのままお残り~ﾄさい。

2． 先日ご案内いたしました, 1.G.Fのlll

欠席の御返1i:をお洲1}りにご辿絡~ドさい。
3． 会員名簿を作成いたしますので祥公興の

方は,*l iお渡しいたしました用紙とJﾗ:真

を事務局までご提出下さい。

4． 次週例会は12)120II(月)17時30分より年

末家族公を↑j･いますので21R(火）の例会は

ございません。お|州逃えのないようお願い

致します。

5． 例会場に掲示してあります写典のお''1込

みは，本日締切りといたしますのでよろし

くお願いIIIしあげます。

6． 認証状伝述式のビデオテープがIII米上っ
て居りますので， メーカーを事務A!jにおIII

し出下さい。

◇谷口君挨拶

一言御礼を述べさせて頂きます。
過H母の葬儀に際しましては水野公災はじ

め，会員の皆様に数々の御厚情を賜わりI'fく

御礼申しあげます。どうも有難うございまし

た。

◇水野(民)会長挨拶

水｢Iは5名のビジターの1111111i'i『を頂き，鰯

16回の例会が出来ます.rl;:を厚く御礼IIIし上げ

ます。
1週間休みますと池~ﾄの駅が変わり，街の

様子が一変した様に感じました。
41年前の129はハワイでの戦果，マレー沖

での戦果に[1本は沸き，近い将来のあの原爆

による大敗，その後の苦難の逆も知らずに，

日本の力を過信し，踊らされて戦争に突入し

て行った1.1々でした。
さてその12ﾉ］8口に塔占隈'ij内14RCの会

長幹,I；会があり，我々のRCを含めて88Cの

第260地iX(XH本で妓大であり，即ち枇界で

雌人の地I又であろうと大隈ガバナーが言わ

れ， もうこれ以上増えては，公式訪問嬢も不

可能に近いと思われます。又分IXで我々の尾
張節1分区は].9RCがあり, 7RCが分区の

岐火限と褐.われている眼からすれば，何らか

の方法も考えられるのではないでしょうか。
又(｢次大会のあり方, ICGFのあり方等

についても色々と討議がされました。
/fIIは例会終了後，総会を行いますので，

ビジター各位は，時間は多少早いと思います

が，点鍬致しますのでお聞き頭いて紬惟でご

ざいます。どうもありがとうございました。
◇講演

“動物愛巡「1 1本と欧米の拠点の馴述｣”

公風堀場利幹荊・

現在，地球上に生存

へ

する動物は，分類する

と1%(生勤物から哺乳類

まで，災に90万種類と

いう!1沙しい数になる

が，人頬がこの地球_t

に生存し続ける為に

は， これらの動物をあ
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物愛護思想について-1-分理解し，社会的対応

についても積極的に学ぶ必要があるのではな

いでしょうか。

◇年次総会

1983～84年度理事役員

会長（理事） 竹内真三

副会長（理事・クラブ奉仕）加藤大豊

幹事 三輪 康

副幹事 谷口暢宏

SAA 水野賀続

副SAA 石田耕嗣

理事（社会奉仕） 菊池昭元

理事（国際奉仕） 林 淳三

理事（職業奉仕） 黒須一夫

会計 浜口龍男

理事（直前会長） 水野民也

理事（直前幹堺） 松居敬二

水野(民)会長が議長となり次年度理事役員

承認の件，全会員の拍手により承認されまし

た。

◇昭和57年10月度分区別会員数及び出席率

らゆる角度から活用しなくてはならないので

あります。

従って動物の生存を絶やさないようにする

事は，人類にとって絶対的芯要件でありま

す。その為には， これらの動物の生態を知
り，愛情を持って保護育成する事が必要で，

人間が動物に対して無関心のまま，暇時と殺

りくを繰り返せば，必ず人類も滅亡へと真つ

しぐらに突き進む事は明白であります。

般近，大きな国際的反響を呼んでおりま

す。 イルカ騒動，捕鯨の是非， あるいは生き
たままで輸入する食用の牛馬に対する強い反

発等で見られるように，動物愛謎に関して

は，常に日本は欧米諸国から野蛮国呼ばわり

で強い非難を受けております。

私には日本が動物愛謹に理解の無い|別とは

考えられません。 これは動物愛謹に対する日

本と欧米の考え方の相違，即ちそれぞれの先

祖が鰻耕民族と狩猟民族であったことに蛙づ

いているのであります。

元来，農耕民族は食糧確保のため，定まっ

た腱耕地を持って定住していたし，狩猟民族

は批物を追って移住していたのであります。

膿耕民族にとっては， ある種の動物を時には

労役用としたり，警備のために利用する事は

あっても， ほとんどの場合，外敵としか目に

映らないのであります。

それに比べて，狩猟民族にとっては動物は

自分途の生命の粗であり，動物の保襲育成を

怠る塀は，農作物の播種を怠る事と同じで，

彼等の英知は動物愛護に向けられ，次第に熱

心になってきたと考えられます。

このことは時代の変遷のため社会機拙が一

変し，農耕民族と狩猟民族の区分がなくなっ

た現代に至っても，連綿としてに統的に受け

継がれているのであります。

一万，西欧的な動物との共存関係が一般的

ではなかった日本においては，動物愛l鼬思想

の根元が，綱吉の生類憐みの令でも明らかな

ように，仏教的憐偶の情を根底に持っている

のであります。

呪代では狩猟民族をルーツとした凹欧的思
想が支配的になっており， 日本的動物剛は樋

めて後進的とされ，時々，野蛮呼ばわりされ

る破目となっているのであります。 このよう

な不当な非難は是正しなくてはなりません

が，欺米人は日本人が考えているよりも遥か

に，助物に対しては重大な問越として受け止
めており，動物愛護についても文明人として

の岐低必要条件とすら考えているようです。

我々にとっては， この欧米人の動物観，動
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◇次回例会（12月21H)

XRC合同年末会員家族懇親会のため20H

（月）に変更

と き 121]20日 （月）

17:30～18:00例会

18:00～20:00家族会

ところホテルナコ．ヤキャッスル

◇次々会例会（12月28日）

例会場都合のため27日（月）に変更

卓話“第91nl競技大会に参加して”

会員加藤大豊君
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